
















✓ 航空分野の脱炭素化および国内SAF供給の実現を目的として、バイオエタノールを
原料とするATJプロセスによるSAF製造技術の開発を推進

✓ 2025年度は、含水エタノール利用、エタノール→エチレン高収率化、エチレン→JET
高収率化の技術目標を達成し、実証設備の基本設計を完了

✓ プロセス改良によりエネルギー消費低減および設備最適化の見通しを得て、SAF製造
プロセスの環境性能・経済性向上の方向性を確認

✓ LCA評価により、化石JET比でのGHG削減ポテンシャルを確認し、CORSIA適格燃料
認証取得に向けた技術基盤を整備

研究成果総括と課題（１）
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